
2016年度哲学若手研究者フォーラム　タイムスケジュール
※敬称略

１日目
会場 508号室 509号室 503号室 510号室 511号室

8:30-9:00

9:00-10:15 使用不可

野邊晴陽
トマス・アクィナスの超

範疇概念論
（司会 浅賀優磨）

佐藤広大
「殺害の時間の問題」

再考
（司会 八重樫徹）

阿部晃大
J.R.コモンズの制度経
済学理論における規範

科学的立場の検討
（司会 李太喜）

10:20-11:35
（WS -11:00）

使用不可

稲垣健太郎
フーゴー・グロティウス
における「信仰箇条」

（司会 浅賀優磨）

徳永和朗
ライトの反懐疑論につ

いて
（司会 髙取正大）

中野愛理
カント『純粋理性批判』
における関心の概念

（司会 丸山文隆）

11:35-12:20

12:20-13:35 使用不可

戸谷洋志
ヨーナスにおける「乳飲
み子」への責任の考察

（司会 長門裕介）

過能洋平
『経験論と心の哲学』に
おける思考と言語の取

り扱いを分析する
（司会 木下頌子）

太田匡洋
J.F.フリースにおける
「理性批判」の方法
（司会 五十嵐涼介）

13:40-14:55
（WS -14:20）

使用不可

髙田 翔
ベンヤミンにおける真
理の生成――象徴連

関と星座の射程
（司会 青田麻未）

清水雄也
推論主義的メタ存在論

の粗描
（司会 木下頌子）

真田美沙
ヘーゲルとプフライデ

ラー
（司会 太田匡洋）

15:00-18:00

18:30-20:30

受付

昼食休憩

テーマレクチャー（309号室）
 プラグマティズム

石田正人　大河内泰樹
懇親会（国際交流棟　レセプションホール1）

太田裕信
服部圭祐

ミカエル・ロットマン
藤貫裕

【ワークショップ】
「日本哲学のはじまりを
めぐって」――明治期に
おける倫理学・論理学・

美学の形成から

米田 翼
山根秀介
山内翔太

【ワークショップ】
ベルクソンという曲がり

角



2016年度哲学若手研究者フォーラム　タイムスケジュール
※敬称略

２日目
会場 508号室 509号室 503号室 510号室 511号室

9:00-9:40

9：40-10:55

鈴木優花
ハイデガーにおける実

存思想と本来性
（司会 城田純平）

予備

野上志学
ルイス的実在論による
様相の還元的説明につ

いて
（司会 鈴木生郎）

福原慶子
情報化社会での自己の
概念はどうあるべきか

（司会 清水雄也）

11:00-12:15
（WS -11:40）

富山泰斗
ハイデッガー『存在と時
間』における超越論的

観念論
（司会 城田純平）

河口丈志
 因果性と主体――ドゥ
ルーズのヒューム論を

手がかりに
（司会 原健一）

高田敦史
重要であることそれ自
体について――重要さ
の哲学と重要さの懐疑

論
（司会 長門裕介）

水上拓哉
軍事ロボットの倫理に
おける「神命(divine-

command)」アプローチ
の再検討

（司会 岡本慎平）
12:15-13:30

13:30-14:45

田村正資
他者の手触り――メルロ
＝ポンティの間接的存在

論とその批判の検討
（司会 鈴木亘）

桑原旅人
ジャック・ラカン『精神分
析の倫理』における哲

学的背景について
(司会 工藤顕太）

岩切啓人
複製不可能な芸術作品と
その基準――新しい芸術

形式への適用可能性
（司会 森功次）

予備

14:50-16:05
（WS -15:30）

織田和明
九鬼周造の『偶然性の
問題』における「現実」

の研究
（司会 城田純平）

山﨑雅広
50年代ラカン理論にお
ける動物の問題――
l'imaginaire animal、光
学的シェーマ、動物化

（司会 工藤顕太）

（全体会準備） 予備

16:10-17:00

昼食休憩

受付

全体会（503号室）

犬飼渉
宮本雅也
 辻悠佑

岸見太一
【ワークショップ】

政治哲学における方法
論

村上祐子
菊地建至

【ワークショップ】
哲学の仕事：哲学者の
仕事・哲学教員の仕事


